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「
地
方
創
生
」っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？

　

日
本
の
人
口
推
移
を
見
る
と
、
２
０
０
８
年

に
自
然
減（
死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
る
状
態
）

に
転
じ
、
人
口
の
減
少
ペ
ー
ス
は
年
々
加
速
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
が
進
む
地
域
で

は
経
済
の
停
滞
や
生
活
水
準
の
低
下
も
進
み
、

そ
れ
が
さ
ら
に
人
口
の
流
出
に
拍
車
を
か
け
る

と
い
っ
た
悪
循
環
に
陥
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
政
府
で
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
や

首
都
圏
へ
の
一
極
集
中
を
背
景
と
す
る
地
方
の

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
各
地
域
が
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
自
律
的
で
持
続
的
な

社
会
を
形
成
で
き
る
よ
う
に
、『
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
』を
キ
ー
ワ
ー
ド
に「
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
」（
長
期
的
な
人
口
推
移
の
見
通
し
・
図
１
参

照
）と「
総
合
戦
略
」（
人
口
減
少
問
題
の
克
服
や

地
方
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
戦
略
）を
決
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
に
基
づ
き
、
将
来
に

わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持
し
て
い

こ
う
と
い
う
取
り
組
み
が『
地
方
創
生
』で
す
。

問市長公室総合戦略室　☎44-3369

？？？？？？

「袋井市人口ビジョン」と「輝く“ふくろい”まち・ひと・しごと創生総合戦略」（袋井版総合戦略）を策定しました

～『地
ち ほ う そ う せ い

方創生』いよいよ始動～

A国立社会保障・人口問題研究所のまとめた「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）」（出生中位（死亡中位））によると、2060年の日
本の総人口は約8,700万人まで減少すると見通されています。

B仮に、合計特殊出生率（Q）が2030年に1.8程度、2040年に2.07程度まで上昇すると、2060年の総人口は約1億200万人となり、
長期的には9,000万人程度でおおむね安定的に推移するものと推測されています。なお、仮に合計特殊出生率が1.8や2.07となる年
次が5年ずつ遅くなると、将来の定常人口がおおむね300万人程度少なくなると推計されます。

Q合計特殊出生率…15～49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、1人の女性が一生の間に産む子どもの数のこと。

◉図1「我が国の人口の推移と長期的な見通し」
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　　　 実績（1960～2013年）
　　　 「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）」（出生中位（死亡中位））による推計
　　　 合計特殊出生率が上昇した場合の推計（2030年に1.8程度・2040年に2.07程度となった場合）
　　　 【参考1】合計特殊出生率が、2035年に1.8程度・2045年に2.07程度となった場合の推計
　　　 【参考2】合計特殊出生率が、2040年に1.8程度・2050年に2.07程度となった場合の推計
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「
地
方
創
生
」は

ど
う
や
っ
て
進
め
て
い
く
の
？

　
『
地
方
創
生
』は
、
地
域
活
性
化
を
目
指
す
も

の
で
す
が
、
各
地
域
の
抱
え
る
課
題
は
画
一
で

は
な
い
た
め
、
地
域
ご
と
に
課
題
解
決
に
効
果

的
な
施
策
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
全
国
の
各
自
治
体
に
は
、
政
府
の

決
定
し
た「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
総
合
戦
略
」に

基
づ
き
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
人
口
推
移
や
中

長
期
の
将
来
展
望
を
ま
と
め
た「
地
方
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」と
、
地
域
活
性
化
の
具
体
的
な
施
策
を

定
め
た「
地
方
版
総
合
戦
略
」を
平
成
27
年
度
中

に
策
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

袋
井
市
の「
地
方
創
生
」へ
の

取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

　

袋
井
市
で
は
、
産
業
界
・
大
学
な
ど
の
高
等

教
育
機
関
・
金
融
機
関
・
労
働
団
体
な
ど
と
市

で
構
成
す
る「
輝
く〝
ふ
く
ろ
い
〞ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
会
議
」を
設
置
し
、
女
性
や
若
者
・

高
齢
者
の
意
見
も
踏
ま
え
た
上
で
、「
袋
井
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
輝
く〝
ふ
く
ろ
い
〞ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
袋
井
版
総
合
戦

略
）の
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
仕
事
が
人
を
呼
び
、
人
が
仕
事
を

呼
び
込
む
好
循
環
を
確
立
す
る
こ
と
で
地
域
に

活
力
を
吹
き
込
む
こ
と
を
目
指
し
、「
袋
井
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
袋
井
版
総
合
戦
略
」の
実
現
に

向
け
て
地
域
社
会
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

輝く未来へ今、袋井が動き出す！
特集

？？？？？？

？？？？？？

「袋井市人口ビジョン」と「輝く“ふくろい”まち・ひと・しごと創生総合戦略」（袋井版総合戦略）を策定しました

平
成
27
年
度
の
取
り
組
み
経
過

「
袋
井
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と

「
袋
井
版
総
合
戦
略
」策
定
方
針
の
決
定

4月
「
輝
く〝
ふ
く
ろ
い
〞ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
会
議
」設
置

　
「
袋
井
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
袋
井
版
総

合
戦
略
」策
定
に
あ
た
り
、
特
定
課
題
を
集

中
的
か
つ
専
門
的
に
審
議
す
る
た
め
の
創
生

会
議
を
設
置（
５
月
と
７
月
に
会
議
開
催
）。

　

創
生
会
議
に
は
、
地
域
の
事
情
に
精
通
し

た
方
た
ち
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る「
ふ
く
ろ
い

部
会
」と
東
京
交
流
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心

と
す
る「
首
都
圏
部
会
」の
２
つ
の
部
会
を
設

け
た
ほ
か
、
市
内
金
融
機
関
の
支
店
長
や
静

岡
理
工
科
大
学
の
学
生
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

5月
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン（
素
案
）」と

「
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ（
骨
子
案
）」の
決
定

7月
市
議
会
常
任
委
員
会
で「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と

「
総
合
戦
略
」の
最
終
案
を
成
案

10月
「
袋
井
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と

「
袋
井
版
総
合
戦
略
」の
策
定
・
公
表

10月

次ページからは、
「袋井市人口ビジョン」と
「袋井版総合戦略」の
概要について紹介します。

住みたい・
住み続けたいまちの
実現に向けて！

袋井市の地方創生のこれまでの取り組みなどをお伝えしている
「やらまいか通信」が、市ホームページからご覧いただけます。
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◉図3　3区分別人口の推移
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「
袋
井
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」策
定
の
目
的

　
「
袋
井
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」は
、
本
市
の
人
口

の
現
状
を
分
析
し
、
市
民
や
企
業
、
大
学
や
各

種
団
体
な
ど
の
皆
さ
ん
と
人
口
問
題
に
対
す
る

認
識
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
と

地
域
経
済
縮
小
の
克
服
や「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
」と
の
好
循
環
の
確
立
を
目
指
し
た
効
果

的
な
施
策
の
立
案
を
す
る
上
で
重
要
な
基
礎
と

し
て
位
置
付
け
る
も
の
で
す
。

袋
井
市
の
人
口
推
移
の
現
状
と
課
題

　

袋
井
市
の
人
口
は
、
平
成
21
年
ご
ろ
ま
で
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
は
横
ば
い
で

推
移
し
て
い
ま
す（
図
２
参
照
）。

　

年
少
人
口（
０
歳
〜
15
歳
未
満
）・
生
産
年
齢

人
口（
15
歳
〜
65
歳
未
満
）・
老
年
人
口（
65
歳
以

上
）の
３
区
分
別
割
合
の
推
移
で
は
、
生
産
年
齢

人
口
が
減
少
し
老
年
人
口
が
増
加
し
て
お
り
、

平
成
27
年
時
点
で
は
５
人
に
１
人
が
高
齢
者
と

い
う
状
況
で
す（
図
３
参
照
）。

　

ま
た
、
出
産
に
関
す
る
状
況
で
は
、
平
成
21

〜
25
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
１
・
72
と
、
県

（
１
・
50
）や
国（
１
・
42
）よ
り
も
高
い
出
生
率
で

推
移
し
て
い
ま
す
が
、
出
生
数
は
横
ば
い
か
ら

や
や
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す（
図
４
参
照
）。

！！！！！！

◉図2　袋井市の人口推移（各年4月1日現在の実績）と将来推計
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　　　 合計特殊出生率が、2020年に1.84程度・2030年に2.07程度に
　　　 上昇し、子育て世帯の転出入が均衡した場合の推計
　　　 現状のままの傾向が継続する場合の推計

◉図4　合計特殊出生率と出生数の推移
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　～これまでを振り返り、将来を見つめる～　袋井市の人口推移の現状と課題1 　～これまでを振り返り、将来を見つめる～　袋井市の人口推移の現状と課題1

⬆
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輝く未来へ今、袋井が動き出す！　～『地方創生』 いよいよ始動～特集

　
「
袋
井
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、
現
状
と
課

題
を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
て
い

く
た
め
の
基
本
的
な
視
点
と
し
て
次
の
４
つ
を

掲
げ
ま
す
。

　

基
本
的
な
視
点
を
踏
ま
え
、
将
来
目
標
人
口

達
成
の
た
め
に
袋
井
市
の
目
指
す
べ
き
方
向
性

に
つ
い
て
、
５
つ
の
方
向
性
を
定
め
ま
す
。

444

対策❶対策❶対策❶ 平成42年（2030年）に合計特殊出生率2.07の達成平成42年（2030年）に合計特殊出生率2.07の達成平成42年（2030年）に合計特殊出生率2.07の達成

対策❷対策❷対策❷ 転出入を平成32年（2020年）に均衡させる転出入を平成32年（2020年）に均衡させる転出入を平成32年（2020年）に均衡させる

袋井市人口ビジョン

「袋井市人口ビジョン」（本編・資料編）は、
市ホームページからご覧いただけます。

視点❶ 人を惹
ひ

きつけ活力みなぎるまちづくり

市民総がかりでの子育て支援

視点❸ 愛着が持てる地域づくり（郷土愛を育む）

視点❹ 人口減少の「抑制」と「適応」の両面からの取り組み推進

…子育て世帯にとって魅力あるまちの形成、定住者増加のための就労の場の確保

視点❷
…市民全員の子育て参画による、子育て環境構築と出生率向上の実現

…進学や就職などで袋井を離れても、戻ってきたいと思えるような郷土愛の醸成

…人口減少を抑制する戦略に加え、人口が減少したとしても市民が快適に
　暮らせるまちをつくる戦略

方向性❶ 子育て世代、若者を中心とした
生産年齢人口の流出に歯止めをかける

方向性❷ 子どもを２人以上持ちたい希望をかなえる

方向性❸ にぎわいの創出に向け、人を惹きつける地域資源の活用

方向性❹ 心豊かな生き方や暮らし方を大切にする社会を築く

方向性❺ いきいきと暮らせる健康長寿社会を築く

　～将来目標人口達成のために～　袋井市の目指す将来の方向性3 　～将来目標人口達成のために～　袋井市の目指す将来の方向性3

　～人口減少社会に適応していくために～「袋井市人口ビジョン」の基本的な視点2 　～人口減少社会に適応していくために～「袋井市人口ビジョン」の基本的な視点2
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輝く“ふくろい”まち・ひと・しごと創生総合戦略

　

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
を
背
景
に
、
我
が

国
は
本
格
的
な
人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
て
い

ま
す（
６
ペ
ー
ジ
の
図
１
参
照
）。

　

ま
た
、
袋
井
市
は
明
確
に
人
口
減
少
局
面
に

入
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
現
状
の

ま
ま
の
傾
向
で
推
移
す
る
と
２
０
６
０
年（
平
成

72
年
）に
は
６
７
，９
０
０
人
ま
で
人
口
が
減
少

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す（
８
ペ
ー
ジ
の

図
２
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、「
第
２
次
袋
井
市
総

合
計
画
」（
計
画
期
間
…
平
成
28
〜
37
年
）の
策
定

と
合
わ
せ
、
人
口
減
少
を
抑
制
し
て
い
く
た
め

の
抑
制
戦
略
と
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
も
市

民
が
快
適
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
の
適
応

戦
略
を
定
め
た
も
の
が
、「
輝
く〝
ふ
く
ろ
い
〞ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
袋
井
版

総
合
戦
略
）で
す
。

　

こ
の
袋
井
版
総
合
戦
略
に
は
、「
袋
井
市
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」に
掲
げ
る
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向

性
実
現
や
将
来
目
標
人
口
達
成
の
ほ
か
、「
第
２

次
袋
井
市
総
合
計
画
」の
実
現
を
加
速
さ
せ
る
た

め
、
今
後
５
年
間
に
集
中
し
て
取
り
組
む
施
策

（
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

袋
井
版
総
合
戦
略
の
対
象
期
間
は
、
平
成
27

〜
31
年
度
の
５
年
間
で
、
戦
略
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は「
輝
く〝
ふ
く
ろ
い
〞ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
会
議
」を
中
心
に
幅
広
い
方
々
か
ら
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に

よ
る
継
続
的
な
改
善
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地

方
創
生
の
実
現
に
向
け
て
常
に
戦
略
の
進
化
を

追
求
し
て
い
き
ま
す
。

　～人口減少と地域経済縮小の克服に向けて～「袋井版総合戦略」の基本的な考え方1 　～人口減少と地域経済縮小の克服に向けて～「袋井版総合戦略」の基本的な考え方1

　～5年後のまちの姿を描く～「袋井版総合戦略」の基本目標と3つの挑戦2 　～5年後のまちの姿を描く～「袋井版総合戦略」の基本目標と3つの挑戦2

　

仕
事
が
人
を
呼
び
、
人
が
仕
事
を
呼
び

込
む
好
循
環
に
よ
り「
ま
ち
」に
活
力
を
取

り
戻
す
た
め
、
袋
井
版
総
合
戦
略
で
は
次

の
４
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
本
目
標
の
早
期
実
現
を
目
指

し
て
強
力
に
推
進
す
る
３
つ
の
挑
戦（
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
）を
立
案
し
ま
し
た
。

基本目標❹ 市民がいきいきと活躍し、
健康長寿で暮らしを楽しむまちづくり

基本目標❶ 活力みなぎる産業のあるまちづくり

基本目標❷ 快適で魅力にあふれ、安全・安心に暮らせるまちづくり

基本目標❸ 子どもがすこやかに育つまちづくり

挑戦❶ 若者が魅力を感じるまちづくりへの挑戦
人を惹きつける地域資源を活用し、若者が魅力を感じ、集い・住みたい・
住み続けたいと思える、若い世代を呼び込めるまちづくりに挑みます！

挑戦❷ ふくろい「場のチカラ」を向上させる挑戦
市民の生活に潤いと安らぎを与える「袋井らしさ」を追求し、地域資源とICTの
結合などにより、地域経済を支える産業の生産性向上と活性化に挑みます！

挑戦❸ 健康づくりをリードする袋井の新たな挑戦
いつまでも光り輝き社会を支える人づくりと、将来にわたって持続可能な
地域医療・介護提供体制の構築とあわせ、医療費の適正化に挑みます！
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輝く未来へ今、袋井が動き出す！　～『地方創生』 いよいよ始動～特集

輝く“ふくろい”まち・ひと・しごと創生総合戦略
（袋井版総合戦略）

333

各施策の内容や実現すべき成果に係る数値目標など「袋井版総合戦略」の
詳細は、市ホームページからご覧いただけます。

◉ICT教育環境の充実
…………………………………………………………………
◇子どもたちの自ら学ぶ力を養い、教職員の子どもとふ
れ合う時間を確保することで、学力の向上に資すると
ともに、心ゆたかで個性と創造性に富み、21世紀を生
き抜く力を持った子どもを育成するため、ICT教育環
境の充実を図ります。

◉遠州三山「寺のある暮らし」推進プロジェクト
…………………………………………………………………
◇袋井市を代表する観光拠点である遠州三山を中心に、
新しいにぎわいの場づくりや非日常的な体験に触れる
プランの創造に加え、情報発信の強化などにより国内
外からの観光交流客の誘客と滞在時間を増やす環境の
整備を推進します。

◉「3
ス リ ー デ イ ズ

Days W
ワ ー カ ー ズ

orker's O
オ フ ィ ス

ffice」構想の推進
……………………………………………………………………………………………………………………………………………

◉袋井商業高等学校５年制化の推進
…………………………………………………………………
◇将来の地域産業や経済を担う人材を育成するため、よ
り実践的な職業教育を行う新たな高等教育の在り方と
して、袋井商業高等学校の5年制化を提唱し、全国初と
なる公立商業高校の高等専門学校新設を含め、実現に
向けた働きかけを行います。

◉世界で戦える農産物とビジネスモデルの確立
…………………………………………………………………
◇トレーサビリティ（流通経路や履歴などの追跡可能性）を
はじめとした安全・安心な流通体制の確立と、産地表示
などと併せた知名度向上の取り組みにより、世界で戦え
る農産物育成とビジネスモデル確立を図ります。

◇また、積極的な販売促進
活動を通じた消費者ニー
ズの獲得により、クラウ
ンメロンなどのブランド
力のさらなる強化を図り
ます。

笠原小学校でのICT授業

5年制化のイメージ

14歳 15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 20歳 21歳

中学校

高等学校 大学

22歳

高等学校 大学

大学

専攻科

高等専門学校

従来の進学

専攻科新設

高 専 新 設

◇高齢者をはじめ子育てや闘病などを起因としてフルタ
イムでの就労が困難な方などを対象に、『生きがい就
労』という新しい働き方を創出し、労働市場の需要と供
給の総合調整のほか、ジョブトレーニングなどを支援
する仕組みを構築します。

就労モデル1（週3日×8時間労働の場合）

週3日×8時間×4週間×@900円＝月収86,400円

就労モデル2（週5日×4時間労働の場合）

週5日×4時間×4週間×@900円＝月収72,000円

◉想定する新たな業務…子育て支援サービス（家事代
行、保育ママなど）、高齢者向けライフサポートサー
ビス（買い物支援など）、民間企業や公的団体などか
らの受注業務（通訳や窓口業務、テレワークなど）

仕事をしたい！ 仕事を頼みたい！

3Days Worker's Offi ceが
仕事の仲介・契約


